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　東芝テックは、店舗・倉庫・オフィスすべてを

つなぐ幅広いソリューションを提供している。

　TECブランドで名高いPOSシステムなど流

通系システム機器（リテール・ソリューション

事業）をはじめ、官公庁や製造業などで利用さ

れる自動認識システム（オートID・ソリューシ

ョン事業）、オフィスワークに欠かせないデジ

タル複合機やオフィス機器（プリンティング・

ソリューション事業）などを柱にしている。

　そのなかで、静岡県三島市に設計・製造部隊

の本拠地を置くのが、プリンティング・ソリュ

ーション事業本部である。

　特殊用紙印刷からオフィスニーズまで幅広く

応えるカラー複合機「e-STUDIO5005ACシリ

ーズ」、あるいは従来のコピー用紙への印刷・消

色により同じ用紙を繰り返して使用し、用紙使

用量の削減に貢献するペーパーリユースシステ

ム「Loops」など。高度化するプリンティングニ

ーズに対応する多彩な製品やソリューションの

設計・製造が進められている。

　2019年6月、この三島事業所でアイ・ラーニ

ングの「IBM Watson開発道場」が4日間にわた

って開催され、プリンティング・ソリューショ

ン事業本部 技術統括部 ソリューション第一技

術部に籍を置く6名の技術者が参加した。

　プリンティング・ソリューション事業本部の

技術統括部ではハードウェアはもとより、プリ

ンタの制御ソフトウェアをはじめ、プリンタや

複合機本体に内蔵されるアプリケーション、外

部システムと連携するインターフェース・ソフ

トウェア、独自のユーザーニーズに対応するカ

スタマイズ・アプリケーションなど、さまざま
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なソフトウェアを設計・開発している。

 「お客様を取り巻く事業環境は今、激しいスピ

ードで変化しています。製品やソリューション

をご提供していく私たちも、この変化のスピー

ドに追随し、お客様に一歩先んじてニーズに対

応する能力を身に付けていかねばなりません。

具体的には、変化に柔軟に対応していける『サ

ービス』としての提供を可能にすること。そし

て自社だけで提供するのではなく、クラウドな

ど多彩なサービスを提供する多数のベンダーと

協業し、『Value Co-creation』（価値共創）の精

神で事業を推進していくことが重要です。こう

した変革を担う人財の育成にどう取り組んでい

くかが、現在の大きな課題です」と語るのは、松

田陽二部長（プリンティング・ソリューション

事業本部 技術統括部 ソリューション第一技術

部）である。

　同事業本部で人財教育のコーディネータ役を

担う寺野下昌秀主務（技術統括部 ソリューショ

ン第二技術部 ソリューション設計第五担当）は、

松田氏の意向を受け、新しい人財教育コースや

研修カリキュラムの調査を開始した。2018年夏

ごろのことである。

　調査のキーワードとなったのは、サービス、

スピード感、開発コストの削減、価値の提供、ク

ラウドやAIなど最新テクノロジーの活用、そし

てサービスマネジメントである。

 「開発手法や言語スキルの習得、資格取得を目

的とした学習など、個々の教育に対しては今ま

でも会社側でさまざまな受講機会を用意してき

ました。しかし一定の開発経験やスキルのある

受講者を対象に、サービスとしての新しい提供

方法、クラウドや各種ツールを連携したスピー

ド感のある開発手法を実際に学べる教育コース

はなかなか見つかりませんでした」と語る寺野

下氏。時間をかけて検討を重ねるなかで出会っ

たのが、アイ・ラーニングの「 IBM Watson開発

道場」である。

 「クラウドサービス上に用意されたWatsonの

ツールやAPIを学習し、それらを実際に使いな

がら、それぞれの発想やアイデアを短時間でア

プリケーションの形にする。『体験』を重視した

価値共創の精神で
サービスを創造する
新たな人財の育成

IBM Watson開発道場のカリキュラム内容は、

まさに現在求められているビジネスビルドの縮

図であると感じて、当部での実施を決めまし

た」（寺野下氏）

 「IBM Watson開発道場」のカリキュラムは4日

間、内容は図表1のとおりである。座学での授
業ではなく、実際に手を動かしながら、Watson

のAPIであるAssistantやVisual Recognition、

Discovery、またNode-REDやLINEボットな

ど、クラウドで利用する各種のAPIやツールを

学ぶ。そして3日目の後半から約1日半を費や

日常の課題から発想した
Watsonアプリを実際に作成する

IBM Watson開発道場の内容（図表1）
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● IBM Cloud と Watson
●演習環境セットアップ

演習 演習環境の構築
　（Node-RED環境の作成、Slackボットの作成、検証環境の準備）
●Watson Assistantの使い方基礎
●Skills（旧Workspace）の作成
● IntentsとEntities

演習 IntentsとEntitiesの作成
演習 Dialog作成とTry itによる動作確認

●Assistant Tool
●会話記録用DBの作成
●Watson Language Translator有効化
●Cloudant内データのエクスポート

演習 会話ログのCloudant NoSQLへの保管とエクスポート
演習 翻訳機能の追加

●Webベースのチャットボット
演習 サンプル3つを取り込み、カスタマイズ

●Visual Recognition入門
演習 Visual Recognitionを使った画像分類アプリの作成
　（参考）コードのバックアップ、WordPress+プラグインによる実装、

　ショートメッセージによるチャットボット

●Watson Discovery + Node-RED
●Watson Studioデータ可視化入門
●LINEボットの作り方
●Watson Workspaceボットの作り方

演習 LINE／Watson Workspace用ボット
●Facebook Messengerボットの作り方

演習 Facebook Messenger ボットの作成
個別演習 社内システムFAQ、福利厚生FAQ、

 法務トラブルFAQなどから1つ選んで
 Watson Assistantを使ったチャットボットを作成

●個別演習続き
●個別演習発表と講評

講師：IBM Cloud Champion 2019　西川 浩平氏
https: //www.i-learning.jp/service/it/topics/watson_cog80.html
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して、これらのAPIやツールを使いながら、受

講者それぞれの課題やアイデアをアプリケーシ

ョンとして作成する。

　今回の「IBM Watson開発道場」では6名の受

講者が2名ずつチームを組み、合計3チームが

それぞれ3つの課題を解決するアプリケーショ

ンを作成した（図表2）。
　たとえばソリューション第一技術部 ソリュ

ーション設計第二担当の牧嶋真二氏（主務）と

永井紘司氏が作成したのは、「オフィスのクリ

ーンデスクを推進するために、机の写真を撮影

し、Watsonが自動的にきれいかどうかを判定

するアプリケーション」である。フロントエン

ド側にLINEのインターフェースを活用。スマ

ートフォンでアプリを起ち上げて机の上を撮影

すると、Visual Recognitionがその画像内容を

認識し、「片付いている」か「片付いていない」か

を判定する。

　同部では日ごろからオフィスのクリーンデス

ク活動を推進しており、週に2～ 3回、当番の

担当者が社員の机を見回って、片付け具合をチ

ェックする。人の目と相応の時間をかけて実施

するこのチェック作業を、Watsonで自動化で

きないかとの発想から生まれたのが、このアプ

リである。

　机の上に何もなく、きれいに片付けられてい

るのが理想だが、「仕事に必要な道具や書類は

置かれていても、ペットボトルや菓子などはな

い」、あるいは「セキュリティ上、PCのディス

プレイが閉じてある」「ディスプレイは開いて

いるものの、通りがかりの人が視認できない角

度で傾けてある」など、どういう状態であれば

デスクがクリーンであるか、30～ 40枚の画像

　こちらはフロントエンド側に、オープンソー

スのSlack風チャット型コミュニケーションツ

ール「Mattermost」（マターモスト）を使用して

いる。WatsonのAPIとして、チャットボット

を作成するAssistant、エラー画面の画像を認

識するVisual Recognition、大量のデータを検

索して最適解を見つけるDiscoveryを組み合わ

せた。

　PC上でMattermostのチャット画面を開き、

Assistantで会話を開始する。そしてエラーメ

ッセージをテキストで入力する、もしくはエラ

ー画面のスクリーンショットをそのまま入力す

ると、Visual Recognitionがエラー内容を判断

でVisual Recognitionに学習させた。

　一方、ソリューション第一技術部 ソリューシ

ョン設計第三担当の富沢肇氏（主務）と遠藤浩

士氏が取り組んだのは、「社内システムの利用

時に発生したエラーやトラブルを解決するため

のアプリケーション」。これは社内で利用する

出退勤Webアプリケーションの操作時にエラ

ーメッセージが表示されたとき、その解決方法

を教えてくれるチャットボットサービスである。
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実際に作成したアプリケーション（図表2）
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し、Discoveryが文書データから解決策を発見

して、チャット画面に表示するという仕組みで

ある。ここでは6種類のエラーを想定して回答

データを準備した。

　このほかもう１つのチームは、「オフィス内

に設置されたプリンタのエラーを可視化するア

プリケーション」を作成している。いずれのチ

ームも、APIを組み合わせたアプリ作成に要し

た時間は3日目後半の半日程度。4日目のほとん

どは、学習データにより認識・判定の精度を向

上させることに費やした。

　この研修での成果や発見、気づきについて、

参加した技術者たちは以下のように語っている。

 「昨今話題のAIに触れ、どうやって作るかを実

際に操作できたのはとても貴重な体験でした。

それに加え、ユーザーとAIが対話を繰り返しな

がら適切な情報や回答に近づいていくチャット

ボットのような新しいアプリケーションの形に

触れられたのも刺激になりました」（牧嶋氏）

 「あらかじめ用意されたツールを単純に動かし

ながら操作の流れを学ぶといった通常の研修で

はなく、実際に学んだことを活かして、自分の

発想やアイデアを1日半という短い時間で形に

していく。これまで経験したことのない研修で、

とても楽しく取り組めました」（永井氏）

 「今までアプリケーション開発とは、ゼロから

すべて自分たちだけで開発するものだと思って

いました。しかし今回のようにクラウドサービ

スに用意されたAPIをうまく取り入れ、相互に

連携させることで、簡単にアプリケーションを

作成していけることを理解できました。こうし

た開発は初めての経験で、とても新鮮でした」

（富沢氏）

 「これまでの業務では、ユーザーニーズが明確

で要件が定義されている、あるいは機能の追加

内容が決定しているなど、開発内容が決まって

いて、それをどういう方法で、いかに短時間で

品質高く開発するかに集中してきました。しか

しこの研修では、もっと広い視野と発想をもち、

それぞれの発想やアイデアを
スピード感をもって具現化していく 

『何を作るか』からスタートし、使える道具の中

から何を選び、どう活用するかを考えることを

学びました」（遠藤氏）

　研修の最終日には、松田氏をはじめとする部

長職や役職者、AIに関心のある技術者たちが研

修室を訪れ、3チームが全員の前で、それぞれ

開発したアプリケーションの成果を披露した。

 「皆が生き生きと発表していて、見ていてとて

も楽しかったですね。クラウド上で必要な道具

立てさえすれば、それぞれの発想やアイデアを、

これだけのスピード感をもって具現化していけ

る。各技術者が秘める潜在能力の高さ、これか

らの可能性を強く感じました。お客様と直に接

する前線で発想したこと、お客様からの要望や

課題を、こういう手法を使えばすぐに形にでき

るのだと体感できたことで、今後の戦略を実現

していくうえでの大きな推進力を得られたと考

えています」（松田氏）

　同部では今後も継続的に、「 IBM Watson開

発道場」のような研修機会を創っていくという。

これからの事業戦略を実現するうえで必要な

「発想」と「スピード感」を、この研修が醸成して

いくことになりそうだ。
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